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1 は　　じ　め　　に
　木材の工芸的な利用の歴史は古く挽物，指物，細工物，彫刻など人間生活のあらゆる面にわたって
さかんに用いられてきた。しかし近来，金属，ガラス，プラスチック等の近代工業材料の台頭によっ
て次第にその座を奪われ，日用雑器としても工芸品としても往時の隆盛はみられなくなった。中には
すでに使用されなくなった木工製品も多く，製作技法の滅失したものも多い。製品の中で遣勘咄土品，
宝蔵品など優れた技法によるものがあるが，これら貴重な技法は限られた地にいわゆる伝統工芸とし
て残ったにすぎぬものが多く，このままでは折角の長年の蓄積による木材加工技術が失われてしまう
ことになる。
　これらの工芸晶としてはその材質の多様性を利用して広葉樹が多く用いられてきた。使用樹種はそ
れぞれの用途に応じてそれぞれの性質を最高度に発揮するように幾多の工夫が凝らされ，きわめて多
種にわたっている。ところが，これまで近代木材加工業としての木材工業においては針葉樹の用材加
工が註：体をなし，広葉樹は大径特用材加工に偏向し，～般には雑木として古くは薪炭材，その他現在
ではパルプ材として無差別的に取扱われ，広葉樹本来の多樹種，多性質を尊重する工芸的利用につい
ては古来の伝統をふりすて特殊な場合以外は正常な加工対象として取扱われなくなってきている。
　すでに明治時代に広葉樹利用の開発を園的として大著「木材の工芸的利用」が農商務省山林局から
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出版されている。しかし，最近まで本格的な広葉樹有効利用の立場としての工芸的利用に日が向けら
れることは少なかった。
　ところが今日，資源問題，生活環境問題をふまえて国産広葉樹材の見直しと有効利用が国をあげて
叫ばれるようになってきた。広葉樹，特に小径材の有効利用は困難な問題を含むものであるが，この
解決なくしては広葉樹問題はその緒にっかないことになる。そのため広く分布する天然性二次林の小
申径材の附加価値向上のための加工技術の開発が重要である。その糸口のために最近工芸的利用の歴
史的背景や現況ならびに今後の問題点等に関する報告がみられるようになってきた。
　これまで木材の工芸的利用分野については伝統的な技法を伝承してきた人達による，特定の樹種の
特定工芸品への加工を中心とした利用に限られるように考えられてきた。しかし，今後は未利用の小
径材や未利用樹種を含めて，その特徴が生かされながら需要に対応できる加工技術および加工品が産
み出される必要がある。多岐にわたる樹種に対する加工方法をめぐる課題は多様であり，これに関す
る基礎的な問題も複雑となる。したがって広葉樹資源の立地的分布と考え合わせて地域に適合する地場
産業としてこれの育成がはかられることが理想的である。
　このような背景に関する理解のもとに筆者らは小径広葉樹材の工芸的加工に関する研究に着手した。
研究体制が未整備でみるべきものも少ないが，手はじめとして各種広葉樹材のろくろ加工を試みた。
これらの材料は従来林種転換のためパルプ用材として処分されていたものを主とした蒜山演習林産の
広葉樹である。試作品の製作は試行錯誤的に行ってきたため幾つかの技術的ミスもあると思うが，こ
こではその加工の方法と使用樹種あるいはそれに関連して得られた2，3の知見や問題点などにっい
て述べる。
H　使用樹種および試作品の種類
　これまでに加工した樹種と
それぞれの試作品の種類を表
1に示す。これらの樹種はす
べて蒜山演習林内で採取され
たもので14科20種である。
試作品は花びん，盆，茶たく
その他で，花びんは伐採後直
ちに生材状態の丸太を加工し
たものであるが，その他のも
のは気乾状態の板材を加工し
たものである。加工に用いた
機械はシンポ工業製の木工ろ
くろWRAO40AM型である。
表1　使用樹種および試作品名
樹　　　種 科　　名 試　作　品　名
ミ　　　ズ　　　メ カバノキ科 花びん
ハ　　ン　　ノ　キ 〃 〃
ク　　　ヌ　　ギ ブ　ナ　科 盆，茶たく
ク　　　　　　リ 〃 花びん，茶たく
ケ　　　ヤ　　　キ ニ　レ　科 〃　，盆，茶たく
ヤ　　マ　　グ　　ワ ク　ワ　科 茶たく
ウワミズザクラ バ　ラ　科 〃　，花びん
イ　ヌエンジュ マ　メ　科 〃　　　　　　〃　，
ニセアカシア 〃 花びん
ネ　ム　ノ　キ 〃 〃
キ　　ハ　　　ダ ミカン科 〃　，茶たく
イタヤカエデ カエデ科 〃　，盆，茶たく
コハウチワカエデ
nウチワカエデ
； 〃　　　　〃　　　　　〃　’　　　　，
V
ト　チ　　ノ　キ トチノキ科 盆茶たく，菓子器
コ　シ　ア　ブ　ラ ウコギ科 花びん
ミ　　　ズ　　　キ ミズキ科 〃
カ　　キ　　ノ　　キ カキノキ科 茶たく
エ　　ゴ　　ノ　キ エゴノキ科 花びん（一輪ざし）
ト　ネ　　リ　コ モクセイ科 茶たく
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皿　生材加工法による花びんの製作
　一般にろくろ加工される材料は十分に乾燥し平衝含水率に達した，いわゆる気乾状態の材が用いら
れる。ところが気乾状態に達するまでにはかなりの期間を要し，その間に割れや狂いを生ずることが
多い。特に花びんの加工に小径材を利用する場合は玉切りした丸太のままで加工するため，心持ち材
となり一そう割れが生じやすい。
　しかし試みにクリについて伐採直後の生材を加工し，加工後に天然乾燥させたところ全く割れや狂
いを生じなかったので花びんはいずれの樹種についても生材で加工することにした。そこで花びんの
生材加工法の工程を簡単にのべる。
（1）花びんの加工に適当な直径15～20απの小径材を伐採し，これを所定の長さ（25～30㎝）に玉
　切りする。
（2）玉切りした材の両木口をろくろのチャックで固定し，外周を削り円筒状にする。ただし皮つきの
　ままで加工する場合はこの工程は省かれる。
（3）次に両木口を加工するため，円筒の一方を治具に固定し，まず底藤の加工をする。続いて同様に
　反対側を固定し，中心部の落しを入れる部分の穴（i藪径4～5㎝，深さ9～10㎝）をくりぬき，〔コ
　の部分を削って形を整える。
（4）落しを入れる穴の内側を治具に固定し，側面を「型」に合せて削り外形を整える。
（5）外而が少し乾燥したところで回転させながらサンドペーパーで研磨する。サンドペーパーは粗い
　もの（No　80）から順次No　150，NO　240と細かくする。
（6）　ワックスや着色剤などを表面に塗布して仕上げる。
　なお「型」のデザインはすべて筆者らの考案したものである。
W　試作品について
　試作品の種類は表1に示すように比較的簡単な工程で作製できるものに限られている。
　盆，菓子器および茶たくにっいては十分に乾燥された気乾状態の材を用いて作製したが，中には木
取りの方向によって反りを生ずるものもあった。この種の試作品の一部を写真1～4に示す。盆と菓
子器の一部はニス塗装仕上げにした。いずれも比較的大径の材から採取した挽板から一般的な方法
によって作製したが，今後は小径心持材からの作製とか集成材化の後加工するとか発想を変えた用材
加工を考えなければならないと思う。
　生材加工法によって作製した花びんの試｛乍晶の一部を写真5～9に示す。これらの作品は主に
1979年8月および10月にカ11工したが，玉切りした丸太の含水率は高く（辺材で70～90％，心材
では100％以上のものもある）加工中に水分が飛び散るほどであった。それほどの団含水率材を加
工したにもかかわらず，天然乾燥させて1年以上経過した現在においてもほとんど割れを生じていな
い。加工しないでそのまま丸太でおいた同樹種の材あるいは中途半ばに乾燥した材（含水率20～30
％）を加工した場合はいずれも割れを生じた。坐材加工した場合に割れを↓1三じない理由は明らかでな
いが，材の中心部に穴をあけているため乾燥による収縮が緩和されるものと思われる。今後詳細な実
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験によってそのメカニズムを明らかにしたいと考えている。
　　　　　　　　　　　　　　V　使用樹種について
　これまで試作品に使用した樹種にっいて市販の工芸品などとの関連あるいは各樹種の加工特性など
にっいて若干考察する。
　ミズキ，トチノキ，ケヤキなどは全国的に多量に使用されており，その力旺性あるいは加工品の品
質は定評のある樹種である。写真1，2にトチノキの盆および菓子器を，またケヤキの花びんを写真
8に示す。
　エゴノキ，キハダ，ハンノキ，ミズメ，カキノキ，イヌエンジュ，コシアブラ，クリ，ヤマグワ，
カェデ類，サクラ類などは各地で市販の挽物加工に使用される樹種である。写真3に各樹種の茶たく，
写真5，6にミズメおよびクリの花びん，写真9にエゴノキの一輪ざしをそれぞれ示す。各樹種の木
目の特徴がよく現われているし，またエゴノキの樹皮あるいは剥皮した材表面の天然しぼがおもしろ
い。なお蒜山地方のクリにっいてはすでに観光土産品として花びんが市販されている。
　イヌエンジュ，ニセァカシァ，ネムノキなどマメ科の樹種あるいはキハダなどは心材部が多く，独
得の深みのある淡褐色の材であり挽物加工に有望な樹種であると思われる。写真7にキハダ，8にニ
セァカシァの花びんを示す。キハダの花びんは木目の美しさと深みのある材色で落着いた作品となっ
た。
　これまで挽物として加工されていないクヌギにっいても写真4に示すような加工を試みたが，材表
面の粗い感じが特徴となり，挽物加工品用樹種としておもしろい存在になると思われる。今後は蒜山
地方に多量に蓄積されているブナ科コナラ属のクヌギ，コナラ，カシワなどについて挽物加工を試み
る予定である。
　一般に広放射組織をもっ材は乾燥中に割れを生じやすいが，花びん類などに生材加工することによ
って割れを防止できることが確実になれば丸太のままの加工と加工後に乾燥というパターンが可能と
なるであろう。
　なお，これまで試作しなかったがホオノキ，サワグルミ，セン，ブナ，ヤチダモ，イヌシデなどに
ついても試作する予定の樹種として準備している。
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写糞1　盆〔トチノキ〕
　　　　ノ」、さい盆はこLス塗装仕上（ず
写真2　盆，菓子器〔トチノキ〕
　　　　菓了器はニス塗装仕上げ
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写真3 茶たく
〔㌶：1 イタヤカエデ，ウワミズザクラ，トネリコ　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
イヌエンジュ，ケヤキ，コハウチワカエデ
》　　　　≧
写真4　盆，茶たく〔クヌギ〕
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写真5　花びん〔ミスメ）
写真6　花びん〔クリ〕
（92） 戊令本　潤・ヂ1田友康・古川郁人・舞 肯・存〆IF昭
写真7　花びん〔キハダ）
写真8　花びん（左：ケヤキ，右：ニセアカシア〕
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写奥9　一輪ざし〔エゴノキ〕
　　　左：皮付き
　　　右：剥皮すると天然しぼがでる
》
雲
し
　　　　　　　　　　　　　　　　M　　　あ　　と　が　き
　蒜山演習林産の材を用いたろくろ加工による試作品の作製についてのべたが，今後の問題点として
はさらに多くのことが考えられる。しかし，これまでの試作品で小径材の工芸的利用方法として生材
心持丸太を加工した花びんの製作は有望であると考えられる。生材で加工することによって加工性は
極めてよく，刃物の磨耗も少なく，また乾燥中に割れを生じないなどの有利な点が多い。ただし，表
面研磨仕上げはある程度乾燥した後に行う必要があり，乾燥中にカビを生じて汚染しないように気を
っけなければならない。
　蒜山演習林内には約200種の広葉樹があり，利用可能なものは少なくとも50種以上ありそれぞれ
独得の材色，木目，風合いが期待できる。これまでに加工したものはごく一部にすぎないので今後は
できるだけ多数の樹種を加工したい。目下同一形状の花びんによる材鑑作製を一っの目標として努力
中である。また加工品の仕上げ塗装方法にっいても検討する予定である。
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